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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
（
男
女
共
同
参
画
）

の
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　 「
目
標
５
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
を
構
成

す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
　タ
ー
ゲ
ッ
ト
5.1

　
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
け
る
全
て
の
女
性
及
び
女
児
に
対
す
る

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
を
撤
廃
す
る
。

　
　タ
ー
ゲ
ッ
ト
5.2

　
人
身
売
買
や
性
的
、
そ
の
他
の
種
類
の
搾
取
な
ど
、
全
て
の

女
性
及
び
女
児
に
対
す
る
、
公
共
・
私
的
空
間
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
を
排
除
す
る
。

　
　タ
ー
ゲ
ッ
ト
5.4

　
公
共
の
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン
フ
ラ
及
び
社
会
保
障
政
策
の
提
供
、

並
び
に
各
国
の
状
況
に
応
じ
た
世
帯
・
家
族
内
に
お
け
る
責
任

分
担
を
通
じ
て
、
無
報
酬
の
育
児
・
介
護
や
家
事
労
働
を

認
識
・
評
価
す
る
。

　
　タ
ー
ゲ
ッ
ト
5.5

　
政
治
、
経
済
、
公
共
分
野
で
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
意
思
決

定
に
お
い
て
、
完
全
か
つ
効
果
的
な
女
性
の
参
画
及
び
平
等
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
機
会
を
確
保
す
る
。

　
　相
模
原
市
の
こ
れ
ま
で
の
状
況

　
相
模
原
市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

平
成
12
年
（
2
0
0
0
年
）

　
「
市
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー(

ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み)

」

　
を
設
置

　
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

平
成
13
年
（
2
0
0
1
年
）

　
「
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定

平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）

　
「
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
施
行

平
成
21
年
（
2
0
0
9
年
）

　
「
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・
事
業
所
調
査
」
を
実
施

平
成
24
年
（
2
0
1
2
年
）

　
「
第
2
次
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定

　
「
市
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）

平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）

　
「
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・
事
業
所
調
査
」
を
実
施

　
こ
う
し
た
動
き
や
、
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
女
性
の
労

働
力
率
（
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
の
割
合
）
は
、

15
〜
19
歳
及
び
65
歳
以
上
を
除
く
全
て
の
年
齢
階
級
に
お
い
て

上
昇
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
期
に
当
た

る
年
代
に
一
旦
低
下
し
、
育
児
が
落
ち
着
い
た
時
期
に
再
び
上

昇
す
る
傾
向
、
い
わ
ゆ
る
『
Ｍ
字
カ
ー
ブ
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
集

　『
男
性
は
外
で
仕
事
を
し
て
、
女
性
は
家
事
・
育
児
を
行
う
』

と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
持
つ
市
民

の
割
合
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
４
割
の

市
民
に
つ
い
て
は
そ
の
意
識
を
持
つ
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
分
自
身
の
生
き
方
を
主
体
的
に
選

択
し
、
仕
事
や
家
庭
生
活
、
地
域
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、『
Ｍ
字
カ
ー
ブ
』
の
解
消
や
、
性
別
に
よ
る
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　相
模
原
市
の
取
り
組
み

　
相
模
原
市
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み
を
拠
点
と
し
て
、

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
働
く
場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に
向
け
た
主
な
取

り
組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援

働
く
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
講
座
の
開
催
　
等

　
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の
啓
発
活

動
の
実
施
　
等

　
仕
事
と
生
活
の
調
和

  （
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進

男
性
が
参
加
し
や
す
い
家
事
や
育
児
、
介
護
に
関
す
る
学
習

機
会
や
情
報
の
提
供
　
等

（
参
考  

５
ペ
ー
ジ
　
お
と
う
飯
）

　
ま
た
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
解
消
し
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解
を
促
進
す
る
よ
う
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
意
識
改
革
に
係
る
主
な
取
り
組
み

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
広
報
・

　
啓
発
活
動
の
実
施

さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
員
と
連
携
し
た
活
動
　
等

　
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸
成

本
誌
「
と
も
に
」
の
発
行 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
活
用

市
民
を
対
象
と
し
た
研
修
や
講
座
な
ど
の
開
催
　
等

　
　男
女
共
同
参
画
社
会
の
更
な
る
実
現
に
向
け
て

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
全
て
の
S
D
G
s
の
達
成
に
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、
国
際
的
に
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国
や

地
方
公
共
団
体
で
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
と

と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。
皆
で
と
も
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

　 エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

S
D
Gｓ
か
ら
み
る

男
女
共
同
参
画

　
男
女
共
同
参
画
は
、
国
際
的
に
も
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
S
D
G
ｓ

（
S
U
S
T
A
I
N
A
B
L
E
 
D
E
V
E
L
O
P
M
E
N
T

　

G
O
A
L
S

持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
S
D
G
ｓ
と

と
も
に
、
相
模
原
市
の
男
女
共
同
参
画
の
状
況
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

S
D
Gｓ
と
は

　
S
D
G
s
と
は
、
平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
か
ら
令

和
12
年
（
2
0
3
0
年
）
ま
で
に
国
際
社
会
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
目
標
の
こ
と
で
す
。
S
D
G
s
の
目
的
で
あ
る

持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
目
標
と

1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
地
球
上
の
誰
一

人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

S
D
Gｓ
の
目
標

　
S
D
G
s
の
目
標
は
互
い
に
関
連
し
て
い
る
も
の
で
す

が
、
17
の
目
標
の
う
ち
、
男
女
共
同
参
画
に
最
も
関
連
深

い
も
の
は
、「
５
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」

に
な
り
ま
す
。

貧困 飢餓 保健 教育

水・衛生 エネルギー 経済成長と雇用 不平等 持続可能な都市
インフラ、産業化、
イノベーション

持続可能な
消費と生産 気候変動 海洋資源 平和 実施手段陸上資源

ジェンダー

平成27年度　女性の労働力率（15歳以上人口に占める労働力人口の割合）「相模原市」
資料：相模原市「男女共同参画に関する市民意識調査」
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
（
男
女
共
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参
画
）
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た
め
の
タ
ー
ゲ
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　 「
目
標
５
　
ジ
ェ
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ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
を
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成

す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
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か
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介
し
ま
す
。

　
　タ
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あ
ら
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る
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に
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る
全
て
の
女
性
及
び
女
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に
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す
る

あ
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る
形
態
の
差
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を
撤
廃
す
る
。

　
　タ
ー
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ッ
ト
5.2

　
人
身
売
買
や
性
的
、
そ
の
他
の
種
類
の
搾
取
な
ど
、
全
て
の

女
性
及
び
女
児
に
対
す
る
、
公
共
・
私
的
空
間
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
を
排
除
す
る
。

　
　タ
ー
ゲ
ッ
ト
5.4

　
公
共
の
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン
フ
ラ
及
び
社
会
保
障
政
策
の
提
供
、

並
び
に
各
国
の
状
況
に
応
じ
た
世
帯
・
家
族
内
に
お
け
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任

分
担
を
通
じ
て
、
無
報
酬
の
育
児
・
介
護
や
家
事
労
働
を

認
識
・
評
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す
る
。

　
　タ
ー
ゲ
ッ
ト
5.5
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、
経
済
、
公
共
分
野
で
の
あ
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ゆ
る
レ
ベ
ル
の
意
思
決
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に
お
い
て
、
完
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か
つ
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的
な
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性
の
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び
平
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な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
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の
機
会
を
確
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る
。

　
　相
模
原
市
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こ
れ
ま
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の
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況

　
相
模
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市
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
性

別
に
か
か
わ
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な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
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男
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共
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参
画
社
会
の
実
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に
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け
、
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な
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り
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ま
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。

平
成
12
年
（
2
0
0
0
年
）

　
「
市
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー(

ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み)

」

　
を
設
置

　
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

平
成
13
年
（
2
0
0
1
年
）

　
「
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定

平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）

　
「
さ
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み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
施
行

平
成
21
年
（
2
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）

　
「
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
・
事
業
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調
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」
を
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施

平
成
24
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（
2
0
1
2
年
）

　
「
第
2
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さ
が
み
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ら
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共
同
参
画
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21
」
を
策
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「
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配
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ー
」
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平
成
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（
2
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1
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平
成
30
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2
0
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8
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市
男
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共
同
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画
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を
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こ
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し
た
動
き
や
、
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取
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組
み
に
よ
り
、
女
性
の
労

働
力
率
（
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
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力
人
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の
割
合
）
は
、

15
〜
19
歳
及
び
65
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以
上
を
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く
全
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の
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齢
階
級
に
お
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て

上
昇
し
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ま
す
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一
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で
、
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・
出
産
・
育
児
期
に
当
た

る
年
代
に
一
旦
低
下
し
、
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が
落
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時
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に
再
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向
、
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る
『
Ｍ
字
カ
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ま
す
。
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と
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す
。
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市
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取
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組
み

　
相
模
原
市
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
男
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共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
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て
、
ソ
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と
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、
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な
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を
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て
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ま
す
。

　
例
え
ば
、
働
く
場
に
お
け
る
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性
の
活
躍
に
向
け
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主
な
取

り
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、
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す
。
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催
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に
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ハ
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ハ
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と
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ら
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。
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す
る
た
め
に
は
、『
Ｍ
字
カ
ー
ブ
』
の
解
消
や
、
性
別
に
よ
る
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　相
模
原
市
の
取
り
組
み

　
相
模
原
市
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
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。
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、
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。
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催
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取
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と
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5

大学の学園祭などにおける活動 

は
ん

　内閣府は、男女共同参画を推進するため、料理を作ったことがない、立派な料理ができないと
思っている方でもチャレンジできるように、『おとう飯』というキャンペーンを行っています。

　是非『おとう飯』にチャレンジしてみましょう！
（参考）内閣府のホームページ　http://www.gender.go.jp/public/otouhan/index.html

はん

はん

性別による固定的な役割分担意識の推移「相模原市」
資料：総務省「国勢調査」

※「賛成」、「どちらかといえば賛成」を合算して「もっともだと思う」、「どちらかといえば反対」、「反対」を合算して「そうは思わない」としています。
※平成27年度以前は「わからない」がありました。また、平成21年度以前は「わからない」を「どちらともいえない」としていました。
※百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しています。したがって、％を足し合わせて100％にならない場合があります。
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31.2％ 14.8％ 53.9％ 0.0％
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もっともだと思う わからない そうは思わない 無回答
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　働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

現
在
働
い
て
い
る
施
設
に
は
育
休
か
ら
復

帰
し
た
職
員
が
多
く
い
ま
す
。
妊
娠
中
や
子
育

て
中
の
職
員
に
は
夜
勤
を
免
除
す
る
ほ
か
、
子

ど
も
の
看
護
休
暇
の
取
得
を
認
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
男
性
職
員
の
割
合
が
増
加
し
て

お
り
、
乳
幼
児
健
診
の
同
伴
な
ど
、
休
暇
の
要

望
に
で
き
る
限
り
応
じ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
将
来
像
を
描
け
る
よ

う
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
を
導
入
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
全
員
が
施
設
方
針
の
も
と
で
同
じ

方
向
を
目
指
し
て
い
る
か
、
常
に
気
を
付
け
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
中
の
職
員
や
元
気

が
な
い
職
員
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
介
護
施
設
で
は
、
特

に
人
が
『
宝
』
で
す
。
全
て
の
職
員
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

子
育
て
と
仕
事
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
躍
し

た
い
女
性
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
た
め
の

制
度
が
整
え
ら
れ
、
社
会
全
体
が
、
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男

性
が
育
児
や
家
事
を
進
ん
で
担
っ
て
く
れ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
目
標
を

持
っ
て
、
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

務
課
長
、
管
理
部
長
・
副
施
設
長
、
同
じ
敷
地

内
に
あ
る
別
の
施
設
の
施
設
長
を
担
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
、

法
人
の
高
齢
事
業
部
門
長
兼
常
務
理
事
と
し
て

も
働
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

原
動
力
は
何
で
す
か
？

「
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
。
経
験
か
ら
分

か
っ
て
い
た
こ
と
が
、
知
識
と
し
て
裏
付
け
が

で
き
る
し
、
視
野
も
広
が
る
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
資
格
の
ほ
か
に
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
に
な
っ
て
か
ら
、
在
宅
で

父
を
見
送
っ
た
後
に
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
も

取
得
し
ま
し
た
。
職
員
か
ら
は
、「
忙
し
く
て
も

資
格
が
取
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」、「
私
も
頑

張
ろ
う
と
思
う
」
と
い
っ
た
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
私
の
資
格
取
得
が
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
波
及
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
と
し
て

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
た
、
当
時
の
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

産
休
・
育
休
が
制
度
化
さ
れ
て
い
く
全
国

的
な
流
れ
の
中
で
、
２
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま

し
た
。
幸
い
、
働
い
て
い
る
法
人
で
は
既
に
制

度
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
介
護
施
設

は
若
い
女
性
職
員
が
少
な
く
、
産
休
や
育
休
の

取
得
は
法
人
内
で
も
少
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
仕
事
の
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
た
一
方
で
、「
な
る
べ
く
乳
児
期
は
一

緒
に
過
ご
し
た
い
」
と
思
い
、
育
休
制
度
を
利

用
し
て
子
育
て
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
仕
事
が
夕
方
に
終
わ
り
、
子
ど
も
を
迎
え
に

保
育
園
に
行
く
と
、『
母
の
顔
』
に
な
り
ま
し

た
。
今
思
う
と
、
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
良
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
仕
事
と
の
両
立
は
大
変
で
し
た

が
、
同
じ
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
の
母
親
と
互
い

に
励
ま
し
合
い
、
同
志
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

　
第
二
子
が
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
頃
、
父
の

脳
梗
塞
の
後
遺
症
や
、
近
隣
に
住
む
親
族
の
闘

病
を
支
え
る
た
め
、
両
親
と
同
居
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
手
が
か
か

ら
な
く
な
っ
て
い
く
と
、
今
度
は
老
親
の
介
護

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
夫
の
理
解
、
両
親
や
職

場
か
ら
助
け
て
も
ら
い
、
ま
た
、
子
ど
も
が
比

較
的
丈
夫
だ
っ
た
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
仕
事
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
、
ど
の
よ
う

な
介
護
施
設
で
す
か
？

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
、
自
宅
で
生

活
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
高
齢
者
が
入
所

し
て
、
介
護
を
受
け
る
施
設
で
す
。
私
が
働
い

て
い
る
「
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
相
模
原
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
」（
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
神
奈

川
県
同
胞
援
護
会
）
で
は
、
入
所
者
が
人
生
の

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ま
た
、
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
小
さ
な
生
活
単
位
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
リ
ズ
ム
に
職
員

が
合
わ
せ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
が
ご
自
宅
で
の
暮
ら
し

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
短
期
間
の
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
り
、
施
設
を
開
放
し
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
り
す
る
こ
と
で
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
仕
事
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
く
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
？

両
親
が
地
域
貢
献
を
し
て
い
る
姿
を
見
て

育
ち
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
「
社
会
の
た
め
、
人

の
た
め
に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
学
生
時
代
は
女
性
の
社
会
進
出

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
し
た
が
、「
女
性
で
も

男
性
と
対
等
に
働
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
仕
事

を
続
け
る
た
め
に
は
資
格
が
必
要
と
考
え
、
栄

養
士
に
な
る
た
め
に
短
期
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
。
短
期
大
学
で
は
校
風
を
変
え
よ
う
と
学
生

会
の
会
長
と
し
て
自
分
な
り
に
奮
闘
し
た
姿
を
、

指
導
教
授
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
施
設

の
就
職
を
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
。

就
職
当
時
は
栄
養
士
で
し
た
が
、
現
在
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
経
緯
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

栄
養
士
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
時
に

は
、「
食
事
は
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
お
い
し

く
、
楽
し
く
、
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
栄
養
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と

に
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
責
任
あ
る

仕
事
を
任
さ
れ
て
い
る
」
と
両
親
が
喜
ん
で
い

た
こ
と
も
仕
事
へ
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
育
休
制
度
の
お
か
げ
で
二
度
の
出
産
を
経
て
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
直
接
的
に
は
関
係
な

い
分
野
で
あ
っ
て
も
、
広
い
知
識
を
持
つ
こ
と

が
仕
事
を
更
に
充
実
さ
せ
る
」
と
考
え
、
社
会

福
祉
主
事
や
管
理
栄
養
士
、
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
を
積
極
的
に
取
得
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
法
人
の
方
針
と
し

て
介
護
支
援
専
門
員
と
、
経
理
な
ど
を
担
当
す

る
管
理
課
長
の
兼
務
辞
令
が
あ
り
ま
し
た
。
全

く
畑
違
い
の
業
務
で
し
た
が
、
部
下
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
必
死
で
仕
事
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
入
所
者
と
の
相
談
に
対
応
す
る
業

　
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
に
金
子
さ

ん
が
現
れ
る
と
、
あ
た
り
が
パ
ッ

と
明
る
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
働
く
ス
タ
ッ
フ
、
建
物
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
来
る
外
部
の
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
挨
拶
と
言
葉
を
明
る
く
交

わ
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
金
子
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

（
栄
養
士
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
が
、

お
仕
事
に
合
わ
せ
て
、
国
家
資
格
や
難
関
な
専

門
資
格
を
取
得
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
お
仕
事
の

ほ
か
、
子
育
て
や
介
護
に
つ
い
て
も
、
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
に
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
お
姿
か
ら
は
、
ご
苦
労
や
職
場

で
の
地
位
を
戦
い
取
っ
た
と
い
う
力
み
は
感
じ

ら
れ
ず
、
心
地
よ
く
、
楽
し
い
取
材
と
な
り

ま
し
た
。

  （
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
員
Ｍ・
Ｉ
）

◆Q◆Ａ◆Q◆Ａ

◆Q◆Ａ

◆Q◆Ａ◆Q◆Ａ

◆Q◆Ａ

取材
後記

高齢化が進行する中で、注目を集める「介護」。南区大野台
の特別養護老人ホーム（特養）で施設長として活躍する金子
さんに、仕事と子育てなどについてインタビューしました。

高齢化が進行する中で、注目を集める「介護」。南区大野台
の特別養護老人ホーム（特養）で施設長として活躍する金子
さんに、仕事と子育てなどについてインタビューしました。

インタビュー
金子智代美金子智代美
 かね　　　　　こ　　　　　　ち　　　　　よ　　　　　  み かね　　　　　こ　　　　　　ち　　　　　よ　　　　　  み

さんに

男女共同参画社会実現に向けて、各分野で活躍中の方々を紹介するコーナー

◆Q◆Ａ

思
い
ま
す
。
進
む
べ
き
道
は
必
ず
し
も
一
つ
で

は
な
く
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
進
む
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
努
力
や
苦
労
は
、
必
ず
自
分

の
財
産
に
な
り
ま
す
。
周
り
の
人
と
支
え
合
い

な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
必
ず

道
は
開
け
ま
す
。

施設での敬老祝賀会の様子



　働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

現
在
働
い
て
い
る
施
設
に
は
育
休
か
ら
復

帰
し
た
職
員
が
多
く
い
ま
す
。
妊
娠
中
や
子
育

て
中
の
職
員
に
は
夜
勤
を
免
除
す
る
ほ
か
、
子

ど
も
の
看
護
休
暇
の
取
得
を
認
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
男
性
職
員
の
割
合
が
増
加
し
て

お
り
、
乳
幼
児
健
診
の
同
伴
な
ど
、
休
暇
の
要

望
に
で
き
る
限
り
応
じ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
将
来
像
を
描
け
る
よ

う
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
を
導
入
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
全
員
が
施
設
方
針
の
も
と
で
同
じ

方
向
を
目
指
し
て
い
る
か
、
常
に
気
を
付
け
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
中
の
職
員
や
元
気

が
な
い
職
員
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
介
護
施
設
で
は
、
特

に
人
が
『
宝
』
で
す
。
全
て
の
職
員
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

子
育
て
と
仕
事
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
躍
し

た
い
女
性
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
た
め
の

制
度
が
整
え
ら
れ
、
社
会
全
体
が
、
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男

性
が
育
児
や
家
事
を
進
ん
で
担
っ
て
く
れ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
目
標
を

持
っ
て
、
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

務
課
長
、
管
理
部
長
・
副
施
設
長
、
同
じ
敷
地

内
に
あ
る
別
の
施
設
の
施
設
長
を
担
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
、

法
人
の
高
齢
事
業
部
門
長
兼
常
務
理
事
と
し
て

も
働
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

原
動
力
は
何
で
す
か
？

「
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
。
経
験
か
ら
分

か
っ
て
い
た
こ
と
が
、
知
識
と
し
て
裏
付
け
が

で
き
る
し
、
視
野
も
広
が
る
」
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
の
資
格
の
ほ
か
に
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
に
な
っ
て
か
ら
、
在
宅
で

父
を
見
送
っ
た
後
に
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
も

取
得
し
ま
し
た
。
職
員
か
ら
は
、「
忙
し
く
て
も

資
格
が
取
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」、「
私
も
頑

張
ろ
う
と
思
う
」
と
い
っ
た
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
私
の
資
格
取
得
が
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
波
及
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
と
し
て

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
た
、
当
時
の
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

産
休
・
育
休
が
制
度
化
さ
れ
て
い
く
全
国

的
な
流
れ
の
中
で
、
２
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま

し
た
。
幸
い
、
働
い
て
い
る
法
人
で
は
既
に
制

度
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
介
護
施
設

は
若
い
女
性
職
員
が
少
な
く
、
産
休
や
育
休
の

取
得
は
法
人
内
で
も
少
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
仕
事
の
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
た
一
方
で
、「
な
る
べ
く
乳
児
期
は
一

緒
に
過
ご
し
た
い
」
と
思
い
、
育
休
制
度
を
利

用
し
て
子
育
て
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
仕
事
が
夕
方
に
終
わ
り
、
子
ど
も
を
迎
え
に

保
育
園
に
行
く
と
、『
母
の
顔
』
に
な
り
ま
し

た
。
今
思
う
と
、
そ
の
メ
リ
ハ
リ
が
良
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
仕
事
と
の
両
立
は
大
変
で
し
た

が
、
同
じ
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
の
母
親
と
互
い

に
励
ま
し
合
い
、
同
志
の
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

　
第
二
子
が
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
頃
、
父
の

脳
梗
塞
の
後
遺
症
や
、
近
隣
に
住
む
親
族
の
闘

病
を
支
え
る
た
め
、
両
親
と
同
居
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
手
が
か
か

ら
な
く
な
っ
て
い
く
と
、
今
度
は
老
親
の
介
護

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
夫
の
理
解
、
両
親
や
職

場
か
ら
助
け
て
も
ら
い
、
ま
た
、
子
ど
も
が
比

較
的
丈
夫
だ
っ
た
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
仕
事
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
、
ど
の
よ
う

な
介
護
施
設
で
す
か
？

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
、
自
宅
で
生

活
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
高
齢
者
が
入
所

し
て
、
介
護
を
受
け
る
施
設
で
す
。
私
が
働
い

て
い
る
「
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
相
模
原
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
」（
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
神
奈

川
県
同
胞
援
護
会
）
で
は
、
入
所
者
が
人
生
の

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ま
た
、
今
ま
で
の
暮
ら
し
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
小
さ
な
生
活
単
位
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
リ
ズ
ム
に
職
員

が
合
わ
せ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
が
ご
自
宅
で
の
暮
ら
し

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
短
期
間
の
宿
泊
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
り
、
施
設
を
開
放
し
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
り
す
る
こ
と
で
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
仕
事
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
く
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
？

両
親
が
地
域
貢
献
を
し
て
い
る
姿
を
見
て

育
ち
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
「
社
会
の
た
め
、
人

の
た
め
に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
学
生
時
代
は
女
性
の
社
会
進
出

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
し
た
が
、「
女
性
で
も

男
性
と
対
等
に
働
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
仕
事

を
続
け
る
た
め
に
は
資
格
が
必
要
と
考
え
、
栄

養
士
に
な
る
た
め
に
短
期
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
。
短
期
大
学
で
は
校
風
を
変
え
よ
う
と
学
生

会
の
会
長
と
し
て
自
分
な
り
に
奮
闘
し
た
姿
を
、

指
導
教
授
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
施
設

の
就
職
を
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
。

就
職
当
時
は
栄
養
士
で
し
た
が
、
現
在
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
長
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
経
緯
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

栄
養
士
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
時
に

は
、「
食
事
は
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
お
い
し

く
、
楽
し
く
、
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
栄
養
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と

に
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
責
任
あ
る

仕
事
を
任
さ
れ
て
い
る
」
と
両
親
が
喜
ん
で
い

た
こ
と
も
仕
事
へ
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
育
休
制
度
の
お
か
げ
で
二
度
の
出
産
を
経
て
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
直
接
的
に
は
関
係
な

い
分
野
で
あ
っ
て
も
、
広
い
知
識
を
持
つ
こ
と

が
仕
事
を
更
に
充
実
さ
せ
る
」
と
考
え
、
社
会

福
祉
主
事
や
管
理
栄
養
士
、
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
を
積
極
的
に
取
得
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
法
人
の
方
針
と
し

て
介
護
支
援
専
門
員
と
、
経
理
な
ど
を
担
当
す

る
管
理
課
長
の
兼
務
辞
令
が
あ
り
ま
し
た
。
全

く
畑
違
い
の
業
務
で
し
た
が
、
部
下
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
必
死
で
仕
事
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
入
所
者
と
の
相
談
に
対
応
す
る
業

　
待
ち
合
わ
せ
の
場
所
に
金
子
さ

ん
が
現
れ
る
と
、
あ
た
り
が
パ
ッ

と
明
る
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
働
く
ス
タ
ッ
フ
、
建
物
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
来
る
外
部
の
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
挨
拶
と
言
葉
を
明
る
く
交

わ
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
金
子
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

（
栄
養
士
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
が
、

お
仕
事
に
合
わ
せ
て
、
国
家
資
格
や
難
関
な
専

門
資
格
を
取
得
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
お
仕
事
の

ほ
か
、
子
育
て
や
介
護
に
つ
い
て
も
、
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
に
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
お
姿
か
ら
は
、
ご
苦
労
や
職
場

で
の
地
位
を
戦
い
取
っ
た
と
い
う
力
み
は
感
じ

ら
れ
ず
、
心
地
よ
く
、
楽
し
い
取
材
と
な
り

ま
し
た
。

  （
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
員
Ｍ・
Ｉ
）

◆Q◆Ａ◆Q◆Ａ

◆Q◆Ａ

◆Q◆Ａ◆Q◆Ａ

◆Q◆Ａ

取材
後記

高齢化が進行する中で、注目を集める「介護」。南区大野台
の特別養護老人ホーム（特養）で施設長として活躍する金子
さんに、仕事と子育てなどについてインタビューしました。

高齢化が進行する中で、注目を集める「介護」。南区大野台
の特別養護老人ホーム（特養）で施設長として活躍する金子
さんに、仕事と子育てなどについてインタビューしました。

インタビュー
金子智代美金子智代美
 かね　　　　　こ　　　　　　ち　　　　　よ　　　　　  み かね　　　　　こ　　　　　　ち　　　　　よ　　　　　  み

さんに

男女共同参画社会実現に向けて、各分野で活躍中の方々を紹介するコーナー

◆Q◆Ａ

思
い
ま
す
。
進
む
べ
き
道
は
必
ず
し
も
一
つ
で

は
な
く
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
進
む
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
努
力
や
苦
労
は
、
必
ず
自
分

の
財
産
に
な
り
ま
す
。
周
り
の
人
と
支
え
合
い

な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
必
ず

道
は
開
け
ま
す
。

施設での敬老祝賀会の様子



男女共同参画社会の
実現をめざす情報誌

E-mail jinkendanjo@city.sagamihara.kanagawa.jp 本号へのご意見・ご感想をお待ちしております。
発行　相模原市役所（人権・男女共同参画課） 〒252-5277 相模原市中央区中央2-11-15 TEL.042-769-8205（直通）
取材･協力　さがみはら男女共同参画推進員（広報担当 井上幹夫、小黒芳男、篠原直彦、高橋陽子 50音順/敬称略）

ソレイユさがみ通信
http://www.soleilsagami.jp

ソレイユさがみ（相模原市立男女共同参画推進センター）は、一人ひとりが自分らしくいきいきと生きることができる男女共同参画社会の実現を図るための拠点施設です。
〒252-0143 相模原市緑区橋本6－2－1（シティ・プラザはしもと内）　JR横浜線・JR相模線･京王線橋本駅北口 徒歩1分　TEL.042-775-1775　FAX.042-775-1776
ソレイユさがみは、指定管理者「ＮＰＯ法人男女共同参画さがみはら」が管理・運営しています。

令和元年９月29日㈰　午前10時～正午　ソレイユさがみセミナールーム２　
「カランコエの花」上映会　

令和元年10月27日㈰　午前10時～正午　ソレイユさがみセミナールーム２　
「学校の子どもたち～ 一人ひとりと寄り添って～」　
講　師　鈴木　茂義さん（公立小学校非常勤講師）　

令和元年11月21日㈭　午後７時～９時　ユニコムプラザさがみはらセミナールーム１.２　
「逆境力 －折れない心を考える－」　
講　師　歌川　たいじさん（小説家、漫画家、エッセイスト）

ありのままの自分で生きる ～LGBTｓを知ろう～　VOL.３

　性的マイノリティのカテゴリーを表す言葉の一つとして「LGBT」があります。ほかにも、無性愛者（性愛的な関係を求めない人）や
X（エックス）ジェンダー（性自認を男女のいずれかとは認識していない人）など、様々なセクシュアリティが存在します。
　また、LGBTの４つではないが性や恋愛に関するいろいろなことを表すため、sを付ける場合もあります。

　性的マイノリティのカテゴリーを表す言葉の一つとして「LGBT」があります。ほかにも、無性愛者（性愛的な関係を求めない人）や
X（エックス）ジェンダー（性自認を男女のいずれかとは認識していない人）など、様々なセクシュアリティが存在します。
　また、LGBTの４つではないが性や恋愛に関するいろいろなことを表すため、sを付ける場合もあります。

Lesbian  
レズビアン 
女性の同性愛者

Bisexual  
バイセクシュアル 

両性愛者

Gay  
ゲイ 

男性の同性愛者

    Transgender  
　　　  トランスジェンダー 
からだの性とこころの性が一致しないという
感覚（性別違和）を持つ人

「　　　　　　　　　　　　」

相模原市立男女共同参画推進センター（ソレイユさがみ）
☎042-775-1775　FAX 042-775-1776

〈お申込み・お問合せ〉

ソレイユさがみは、
からふるテラスとともに
LGBTｓ講座を
開催しています

LGBTs講座 昨年度の様子

臨床心理士、行政書士、小説家など、多方面で活躍する各講師からお話していただきました。

全３回のナビゲーター　五十嵐　千代さん（コミュニティカウンセラー）


